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女
子
大
学
に
現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
開
設

女
子
大
学
で
は
短
期
大
学
部
を
募
集
停
止
に

し
、
そ
の
恒
常
的
入
学
定
員
(
四
百
人
)
を
振
り
替

え
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム

学
科
の
設
置
認
可
申
請
書
を
文
部
省
に
提
出
し
て

い
ま
し
た
が
、
一
九
九
九
年
τ
肩
二
二
日
に
文
部

人
臣
の
認
可
を
得
て
、
二
0
0
0
年
四
月
か
ら
開

設
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
当
該
計
画
は
申
請
す

る
年
前
か
ら
検
討
を
始
め
、
学
内
の
諸
機
関
に
お

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
吸
収
し
な
が
ら
、
時
閻
を

か
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
基
本
的
な
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
り
べ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
理
念
に
か
か
げ
る

本
学
に
社
会
科
学
系
学
部
を
新
た
に
設
置
し
、
ニ

十
一
世
紀
の
社
会
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
.
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
立
っ
た
女
性
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
で

す
現
代
社
会
で
は
今
ま
で
の
規
範
が
揺
ら
ぎ
、
国

際
関
係
、
労
働
と
余
暇
、
生
産
と
消
費
、
男
女
の
社

会
的
役
割
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
な
変
動
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス

テ
ム
が
見
直
し
を
求
め
ら
れ
、
二
十
世
紀
に
は
女

性
の
社
会
的
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
に
は
、
二
十
一
世
紀
の
社
会

に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
相
互
に
関
連
し
あ

か
っ
女
性
に
深
く
関
わ
る
分
野
と
地
域
性
を
考

)
、
し慮
し
て
、
次
の
四
っ
の
コ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
国
際
理
解
コ
ー
ス

国
際
社
会
に
お
け
る
政
治
や
経
済
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
と
ら
え
、
国
際
機
構
や
国

際
協
力
、
国
際
理
解
の
た
め
に
必
要
な
能
力
を
養
成

し
、
地
域
文
化
や
異
文
化
理
解
な
ど
を
幅
広
く
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
主
な
科
目
は
、
国
際
関
係
史
、

国
際
政
治
学
、
国
際
機
構
論
、
国
際
社
会
協
力
論
、

国
際
教
育
論
等
で
す
。

進
路
に
は
、
国
際
公
務
員
、
公
務
貝
 
N
P
O
、

N
G
O
、
外
資
系
企
業
、
商
社
、
航
空
運
輸
サ
ー
ビ

ス
業
通
訳
案
内
業
、
そ
の
他
一
般
企
業
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

●
京
都
学
・
観
光
学
コ
ー
ス

文
化
の
受
容
と
発
仏
の
営
為
と
し
て
の
観
光
の

意
義
を
者
え
る
と
と
も
に
、
国
際
観
光
都
市
京
都
が

有
す
る
歴
史
や
文
化
、
都
市
政
策
な
ど
に
つ
ぃ
て
学

習
し
、
観
光
に
対
す
る
専
門
知
識
と
京
都
文
化
へ
の

深
い
理
解
そ
し
て
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
国
内
外

で
活
躍
で
き
る
女
性
の
育
成
を
目
指
す
コ
ー
ス
で
す
。

主
な
科
目
は
、
京
都
文
化
論
、
京
都
の
歴
史
地
理
、

都
市
政
策
論
、
観
光
資
需
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

論
等
で
す
。
文
化
施
設
、
文
化
団
体
職
員
、
公
務
員
、

旅
行
業
観
光
産
業
航
空
運
輸
サ
ー
ビ
ス
業
そ
の

他
一
般
企
業
な
ど
の
進
路
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

人
生
を
よ
り
豊
か
に
充
実
さ
せ
て
生
き
ら
れ
る
社

会
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
え
、
快
適
な
生
活
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
能
力
を
養
成
し
ま
す
。
生
涯
学
習
社
会

心
理
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
家
族
女
性
、
ジ

エ
ン
ダ
ー
な
ど
、
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
主

な
科
目
は
、
情
報
社
会
心
理
学
児
童
社
厶
至
柵
、
障

害
者
論
、
社
会
貢
献
論
、
ジ
エ
ン
ダ
ー
論
、
女
性
政

策
論
等
で
す
。
将
来
、
余
暇
産
業
教
育
関
連
産
業
、

福
祉
関
連
産
業
、
シ
ル
バ
ー
産
業
国
家
・
地
方
公

務
員
 
N
P
O
、
 
N
G
O
、
そ
の
他
一
般
企
業
な
ど
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へ
進
む
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

産
業
や
金
融
シ
ス
テ
ム
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
し
た

現
代
社
会
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
ビ
ジ

ネ
ス
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
能
力
と
そ
の
基
礎
と
な

る
理
諭
を
学
習
し
、
強
い
倫
理
観
を
持
ち
グ
ロ
ー
バ

ル
.
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
理
解
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
分
野

で
広
く
活
躍
で
き
る
女
性
を
育
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

主
な
科
目
は
、
国
際
企
業
論
、
国
際
金
融
論
、
経
済

政
策
論
、
環
境
政
策
論
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
、
社
会
情

報
論
等
で
す
。
進
路
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
公
務
員
釡

融
、
商
社
メ
ー
カ
ー
、
広
告
通
仏
、
放
送
情
帳
サ

ー
ビ
ス
、
そ
の
他
般
企
業
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◇
履
修
方
法

科
目
の
履
停
方
法
は
、
ま
ず
共
通
学
芸
、
キ
リ
ス

ト
教
関
係
、
外
国
語
、
ス
ホ
ー
ツ
・
健
康
と
い
っ
た
科

目
群
で
幅
広
い
視
野
と
総
合
的
な
判
断
力
を
養
い

ま
す
。
そ
の
、
つ
ぇ
で
、
法
律
系
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン

系
、
情
報
系
と
い
っ
た
科
目
群
を
学
び
な
が
ら
、
各
コ

ー
ス
の
専
門
科
目
を
併
せ
て
履
修
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
し
て
広
く
深

く
学
ぷ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
現
実
の
社
会
に
対
応

し
た
カ
リ
キ
ユ
一
ブ
ム
を
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
応
用
演
習
卒
業
研
究
で
、
そ
れ
ま
で
の
学
習

の
積
み
重
ね
を
整
理
し
、
自
由
な
発
想
と
創
造
性
を

国
際
理
解
コ
ー
ス

/
促
究
を

璽
・
ー
コ
ー
ス

研
性
卒
自

ピ
ジ
ネ
ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

発
揮
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

◇
教
職
課
程
と
資
格

教
職
課
程
を
履
修
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
、
高
等
学

校
教
諭
一
種
(
地
歴
人
厶
民
)
の
免
許
状
が
取
得
可

能
で
す
。
ま
た
、
科
目
や
コ
ー
ス
を
履
修
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
目
指
せ
る
資
格
も
多
く
、
例
え
ば
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
科
目
、
法
律
系
科
目

の
重
点
的
な
履
修
に
よ
っ
て
、
公
務
員
試
験
の
た
め

の
準
備
を
し
た
り
、
国
際
理
解
コ
ー
ス
科
目
、
コ
ミ
ユ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
科
目
の
履
修
に
ょ
り
、
国
連
な
ど
の

国
際
公
務
員
を
進
路
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ラ
イ
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
科
目
や
法
律
系
科

目
を
重
点
的
に
履
修
す
れ
ば
、
社
会
保
険
労
務
士

ラ
イ
フ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス

な
ど
が
、
ま
た
、
京
都
学
・
観
光
学
コ
ー
ス
科
貝

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
科
目
を
履
修
す
れ
ば
、
一
般

旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
通
沢
案
内
業
等
の
資
格

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
ま
す

◇
多
彩
な
教
員
組
織

本
学
部
に
は
、
他
大
学
か
ら
、
社
会
心
理
学
、
環

境
経
済
学
、
観
光
学
、
社
厶
盃
子
、
国
際
法
、
民
法
、

刑
法
等
の
専
円
家
が
就
任
し
、
さ
ら
に
、
ユ
ネ
ス
コ
の

ハ
リ
本
部
対
外
関
係
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
国
際
連
合
の

ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
の
経
済
担
当

官
民
問
情
報
調
査
機
関
の
主
任
研
究
員
な
ど
、
国

内
外
の
実
務
経
験
者
も
専
任
教
員
と
し
て
、
教
壇
に

迎
え
ま
す
。

女
子
大
学
に
現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
開
設

■カリキュラム概念図

応用演習

す方法を。
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法律系科目

●法律を通じて、社会の根幹を探る。

報系科目

.コンピユータをマスターすることは
当然のこと。

コミユニケーション系科目

●国際的なコミユニケーションが
図れる人材の育成を。

入門・概論科目

基礎教育科目

スポーツ・健康科目

外国語科目

キリスト教関係科目

共通学芸科目

^^^^


